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(1)グループ理念・ビジョン・スローガン

グループスローガン
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(２)中期経営計画「Challenge the Next Stage」
－４つのチャレンジでNext Stageへ－

4

既
存
領
域

国 内 海 外

新
規
領
域

⾷品製造
販売部⾨

飲料受託
製造部⾨

“⾷や健康”関連の新規事業展開

⼀層の業績向上 ⽣産性の改善
（安定キャッシュの創出）

海外展開
による

市場の拡⼤
飲料販売部⾨

新たな
事業基盤
確⽴への
Challenge 既存事業

成⻑への
Challenge

海外展開への
Challenge

商品⼒強化への
Challenge イノベーティブな商品開発の実現

2018年度
売上⾼：2,000億円
営業利益率：4.0%
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Next Stage（３）飲料業界の動向

5

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

清涼飲料⽣産量の推移
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出所：全国清涼飲料⼯業会「ソフトドリンク統計」より当社作成 出所：統計局統計データ「消費者物価指数」より当社作成
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Next Stage
(４)中期経営⽬標
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2018年度 中期経営⽬標

売上⾼ 2,000億円 営業利益率 4.0％
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売上⾼・営業利益率の推移新規事業
⾷品製造販売部⾨
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営業利益率
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事業戦略

1. ⾃販機ビジネスモデルを⾰新し、キャッシュフローの
継続的拡⼤を図る

2. 「ダイドーブレンド」のブランド⼒をさらに⾼め、
トップブランドをめざす

3. 海外事業展開を加速し、トップラインの⾶躍的成⻑を
実現する

4. Ｍ＆Ａ戦略により、新たな収益の柱を確⽴する
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⾃販機ビジネスモデルの⾰新による
キャッシュフローの継続的拡⼤

9

⾃販機を活⽤した
プラットフォームビジネスへのチャレンジ
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通信機

攻めのIoT投資

2018年までに全国15万台の⾃販機をＩｏＴプラットフォーム化
⼈と⾃販機の新たな関わり⽅の創造

 ⾃販機を軸としたあらゆるサービスの展開
 飲料を買うだけの⾃販機から情報発信基地への変⾰
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クローズロケーション構成⽐推移

2018年度末にはクローズ⽐率50%をめざす

クローズロケーション獲得の加速化
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⼀般店Ａ
（駅近）

⼀般店Ｂ
（オフィス街）

⼀般店Ｃ
（⼯事現場近く）

消費者
追加の

アイデア

⾃販機における購⼊者の把握と最適なコラムセッティングの実現

購⼊商品

データ分析に基づく⾃販機コラムの最適化
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⾃販機ビジネスモデルの⾰新による
キャッシュフローの継続的拡⼤
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⾃販機チャネルにかかる
固定費構造の抜本的改⾰へのチャレンジ
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環境負荷低減とコストダウンの両⽴

⾃販機調達⽅法の⾒直しによる１台当り購⼊コストの低減
⾃販機使⽤年数の⻑期化などによる環境⾯への配慮

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

飲料販売部⾨における
設備投資・減価償却費の推移イメージ

設備投資
減価償却費今後5年間で50億円

の固定費低減
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「ダイドーブレンド」のブランド⼒の向上
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B
－ブレンドへのこだわりとあくなき挑戦－
喜びと感動をお届けしたいと願う、ダイドードリンコの原点。

「ダイドーブレンド」のブランド⼒の向上
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⽸コーヒーの新たな顧客獲得へのチャレンジ

 ⽸コーヒー エントリー層のニーズを満たす新規商品上市－
今後の⽸コーヒー消費のボリュームゾーンとなる若年層ニーズを満たす

新規性の⾼い商品で新たな顧客層を獲得

今春登場！！
⽸コーヒーの

“ニュースタンダード”
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 「世界⼀のバリスタ＊1監修」シリーズのラインアップ強化

＊1：ワールドバリスタチャンピオンシップ 2013年チャンピオン ピート・リカータ⽒

⽸コーヒーの新たな顧客獲得へのチャレンジ
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既存の枠組みを越えた販路拡⼤へのチャレンジ

 「ダイドーブレンド」販路拡⼤への取組み
2016年４⽉より、キリンビバレッジ㈱⾃販機にて「ダイドーブレンド」

シリーズ２品の販売を開始

DyDo⾃販機には「午後の紅茶」２品の導⼊
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ダイドーブレンドの
ブランド価値向上
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国内飲料事業の将来像

⾃販機ビジネスの⾰新

⾃販機ビジネスにおいて
業界をリードする存在であり続ける
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海外事業展開の加速による
トップラインの⾶躍的成⻑
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“Lagi Cool, Lagi Best!”

マレーシア市場への参⼊
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 ユルドゥズ社の飲料事業の主要ブランド製品

トルコ市場への参⼊

CAMLICA
（チャムリジャ） Cola turka

（コーラ トゥルカ） Sunny
（サニー） Saka

（サカ） Maltana
（モルタナ）



Copyright (C) DyDo DRINCO. All Rights Reserved.

Next Stage

24

 ロシア・モスクワ市における⾃販機設置を推進

ロシアで2番⽬に⼤きい空港
「シェレメチェボ国際空港」
から市内へ向かう「アエロエ
クスプレス」の駅構内に設置
している当社⾃販機

地下道

ガソリンスタンド

バスターミナル

鉄道駅 シネマ

ロシア市場への参⼊



Copyright (C) DyDo DRINCO. All Rights Reserved.

Next Stage

25

飲料販売部⾨の売上⾼構成イメージ
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ロシアを
HUBとした

CIS圏

マレーシアを
HUBとした
イスラム圏

上海⼤徳多林克
商貿有限公司

中国（上海)を
HUBとした

中華圏

ロシアをHUBとしたCIS圏、マレーシアをHUBとしたイスラム圏、上海をHUBとした
中華圏に展開していく。

DyDo MY将来的には
海外から出荷する

DyDo Rus

２．９億⼈

１３．８億⼈

１６億⼈

海外展開の将来像
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成⻑期待領域

収益モデル改⾰領域 再成⻑検討領域

収益性・成⻑性の⾼い
新たな事業領域

売上⾼
成⻑率

利益率

円安局⾯への対応

⾃販機価値の最⼤化 受託領域の拡⼤

ヘルスケア領域などの収益性・成⻑性の⾼い新たな事業ポートフォリオの獲得

Ｍ＆Ａ戦略による新たな収益の柱の確⽴
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ポートフォリオ管理イメージ

飲料 ⼤同薬品

国内飲料

たらみ

⼤同薬品

海外飲料

たらみ

飲料事業中⼼の
ポートフォリオ管理

グループ業績へ
インパクトのある単位での管理

１割

１割

１割

７割

利益率

売
上
成
⻑
率

収益性・成⻑性の⾼い
新たな事業領域

＋α
10%

10%
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持株会社体制への移⾏
⽬的

中期経営計画達成と次代に向けた企業価値創造へのチャレンジ

持株会社体制移⾏後のイメージ図

持株会社体制への移⾏⽇程
 2016年4⽉15⽇（予定）第41回定時株主総会での議案上程
 2017年1⽉21⽇（予定）持株会社体制への移⾏

【現状】 【持株会社体制移⾏後】
ダイドードリンコ

【国内飲料】 【海外飲料】
持株会社

ダイドーグループホールディングス（仮称）

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ

︻
国
内
飲
料
事
業
︼

海
外
飲
料
管
理
会
社

海
外
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料
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会
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外
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事
業
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⼤
同
薬
品
⼯
業

た
ら
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⼯
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企業理念・ビジョン
の具現化

2013年度 2018年度
～～

Challenge

2,000億円

持続的成⻑の実現
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本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保
証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の
変化などにより、計画数値と異なる可能性があることにご留意ください。⼜、本資料は情
報の提供のみを⽬的としており、取引の勧誘を⽬的としておりません。


